
広報　常陸大宮　　　　平成２３年１０月号５

　

平
成　

年
第
３
回
常
陸
大
宮
市
議
会
定

２３

例
会
が
、
９
月
１
日
か
ら　

日
ま
で
開
会

２２

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
定
例
会
で
は
、
次
の

議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、そ
れ
ぞ
れ
可
決
、

認
定
及
び
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

●
市
長
提
出
議
案

平
成

　

平
成　

年
度
決
算

年
度
決
算 

２２２２

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算

ほ
か
特
別
会
計
（　

会
計
）
歳
入
歳
出

１２

決
算
の
認
定
に
つ
い
て

条

例

　

条　
　
　

例 

○
議
会
の
議
決
す
べ
き
事
件
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
○
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

条
例
の
整
理
に
関
す
る
条
例

○
常
陸
大
宮
市
消
防
団
員
の
定
員
、任
免
、

給
与
、
服
務
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

平
成

　

平
成　

年
度
補
正
予
算

年
度
補
正
予
算 

２３２３

○
常
陸
大
宮
市
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か

特
別
会
計
（
９
会
計
）
補
正
予
算

人

事

　

人　
　
　

事 

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

 

（
敬
称
略
）

　

大
串　

昌
太
郎
（
山
方
）

　

石
川　

博
保　

（
長
倉
）

そ

の

他

　

そ　

の　

他 

○
市
道
路
線
の
廃
止
、
変
更
に
つ
い
て

市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市
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定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定
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会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

市 
議 
会 
定 
例 
会

市
議
会
定
例
会

市 
議 
会 
定 
例 
会

　

敬
老
の
日
に
あ
た
り
、
９
月　

日
と　

１５

２２

日
、
市
長
、
副
市
長
、
保
健
福
祉
部
長
が
、

１
０
０
歳
以
上
の
ご
長
寿
の
方
々
を
訪
問

し
、
市
及
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
祝

い
金
や
記
念
品
を
お
贈
り
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
今
年
度
１
０
０
歳
を
迎
え
ら
れ
る

方
に
は
、
内
閣
総
理
大
臣
と
県
知
事
か
ら

の
褒
状
・
記
念
品
を
贈
り
長
寿
を
お
祝
い

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
内
各
地
域
で
、
市
内
に
お
住

ま
い
の　

歳
以
上
の
方
を
招
い
て
長
寿
を

７５

祝
う
会
が
催
さ
れ
、
大
宮
地
域
の
社
協
大

宮
支
部
、
山
方
・
緒
川
地
域
で
は
交
通
安

全
講
話
が
実
施
さ
れ
、
交
通
事
故
防
止
を

長
寿
を
祝
っ
て

　
　

〜
各
地
で
敬
老
会
開
催
〜

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

９
月
１
日
現
在
、
市
内
の　

歳
以
上
の

６５

人
口
は
１
３
２
８
６
人
で
、
う
ち
１
０
０

歳
以
上
の
方
は　

人
（
男
性
９
人
、
女
性

４２

　

人
）
で
昨
年
よ
り
８
人
増
え
ま
し
た
。

３３
　

次
の
表
は
、
平
成　

年
度
中
に
１
０
０

２３

歳
を
迎
え
ら
れ
る
皆
さ
ん
で
す
。

▲山方地域の敬老会

市内 100 歳以上の皆さん市内 100 歳以上の皆さん市内 100 歳以上の皆さん

氏　　名　（住所）年齢氏　　名　（住所）年齢

小　野　と　し（中　居）
間　宮　常　治（高　部）
立　原　と　き（西野内）
須　能　し　ん（　泉　）
金　沢　ス　ガ（下　町）
相　河　タ　マ（高　部）
阿久津　ア　サ（鷲　子）
岡　�　勝　一（氷之沢）
木　村　あ　�（舟　生）
蓮　田　源　衞（千　田）
小　林　よ　ね（小　場）
鈴　木　す　ゑ（辰ノ口）
和　久　フ　ヨ（鷲　子）
青　�　き　く（下檜沢）
石　川　く　に（塩　原）

９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９
９９

小野�　く　に（山　方）
鹿　島　　　一（野　上）
内　田　セ　イ（上小瀬）
�　野　サ　キ（野口平）
君　島　と　し（野　口）
�　澤　　　節（諸　沢）
桑　名　ト　ミ（上小瀬）
�　田　モ　ト（上小瀬）
金　子　ふちの（長　田）
長　山　ヒ　テ（下小瀬）
小　林　り　ゑ（野　口）
鈴　木　酉之介（鷹　巣）
川　野　秀　雄（鷲　子）
青　山　はるの（檜　山）
渡　辺　ふ　さ（照　山）
塙　　　　　毅（東　野）
�　石　は　な（中富町）
野　上　み　さ（八　田）
鯉　沼　千　代（上小瀬）
小　泉　よ　ね（上村田）
鈴　木　テ　フ（那　賀）
藤　田　け　さ（鷹　巣）
岡　�　よ志の（上小瀬）

１０６
１０４
１０４
１０３
１０３
１０３
１０３
１０３
１０２
１０２
１０２
１０２
１０１
１０１
１０１
１０１
１００
１００
１００
１００
１００
１００
１００

９月１日現在　　敬称略

※掲載を希望されない方の氏名は掲載していま
せん。
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９
月　

日
、
美
和
小
学
校
で
、
５
・
６

１４

年
生　

人
が
参
加
し
、
南
極
教
室
が
実
施

５７

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
は
、
南
極
観
測
の
現
実
を
知

り
、
地
球
や
宇
宙
の
こ
と
を
考
え
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
と
し
て
東
京
都
に
あ
る
国

立
極
地
研
究
所
が
開
催
し
た
も
の
で
、
衛

星
回
線
を
使
っ
て
美
和
小
学
校
と
昭
和
基

地
を
テ
レ
ビ
電
話
で
結
び
、
隊
員
と
児
童

た
ち
が
交
信
を
行
い
ま
し
た
。

南
極
昭
和
基
地
と
ラ
イ
ブ
中
継
！

　

児
童
た
ち
が
交
信
し
た
の
は
第　

次
日

５２

本
南
極
地
域
観
測
隊
の
方
々
。
そ
の
中
の

一
人
、
岡
山
英
樹
隊
員
は
美
和
地
域
出
身

で
、　

年
前
の
旧
嶐
郷
小
学
校
の
卒
業
生

２９

で
す
。

　

南
極
教
室
は
、
南
極
ま
で
の
道
の
り
の

紹
介
や
南
極
の
現
在
の
状
況
と
昭
和
基
地

の
内
部
の
様
子
の
説
明
の
あ
と
、
南
極
ク

イ
ズ
そ
し
て
児
童
た
ち
が
質
問
す
る
時
間

が
設
け
ら
れ
、
南
極
に
は
白
ク
マ
は
い
な

い
と
か
、
水
を
空
に
ま
い
て
も
凍
ら
な
い

が
お
湯
は
凍
る
な
ど
、
予
想
外
の
回
答
に

驚
き
の
声
を
上
げ
て
い
ま
し
た
。

　

交
信
の
終
わ
り
に
、
児
童
代
表
の
堀
江

侑
く
ん
が
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
、
１
万
４

千
キ
ロ
離
れ
た
岡
山
隊
員
に
み
ん
な
で
手

を
振
り
、
教
室
は
終
了
と
な
り
ま
し
た
。

▲テレビモニターに映る岡山隊員へ質問する児童

　

９
月　

日
、
緒
川
地
域
の
物
産
セ
ン

１８

タ
ー
か
ざ
ぐ
る
ま
で
第
３
回
お
化
け
南
瓜

コ
ン
テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
か
ざ
ぐ
る
ま
の
出
荷
会

員
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
、
出
品

さ
れ
た
南
瓜
は
２
５
０
点
超
。
審
査
は
、

３
部
門
で
行
わ
れ
、
重
量
部
門
は
岡�
時

枝
さ
ん
（　
・　
８　

）、
イ
ケ
メ
ン
部
門
は

７７

kg

高
倉
一
力
さ
ん
、
ユ
ー
モ
ア
部
門
は
五
位

渕
粤
さ
ん
が
第
１
位
と
な
り
ま
し
た
。

　

出
品
さ
れ
た
南
瓜
は
、
国
営
ひ
た
ち
な

か
海
浜
公
園
や
東
京
都
江
東
区
の
夢
の
島

熱
帯
植
物
園
に
場
所
を
移
し
、
お
化
け
南

瓜
コ
ン
ク
ー
ル
や
夢
の
島
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

パ
ー
テ
ィ
ー
等
様
々
な
企
画
で
使
用
さ

れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

第
３
回
お
化
け
南
瓜
コ
ン
テ
ス
ト

株式会社龍�工務店
代表取締役　龍�眞一

放射能測定器
５台

敬称略〈常陸大宮市へ〉
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９
月　

日
、
市
文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー

２６

ル
に
お
い
て
平
成　

年
度
市
戦
没
者
追
悼

２３

式
が
し
め
や
か
に
行
わ
れ
、
遺
族
と
来
賓

な
ど
約
２
０
０
人
が
参
列
し
ま
し
た
。

　

参
列
者
全
員
が
黙
と
う
を
さ
さ
げ
、
市

長
が
式
辞
を
述
べ
た
後
、
参
列
者
の
中
か

ら
６
人
が
追
悼
の
辞
を
述
べ
、
戦
没
者
へ

の
追
悼
と
平
和
を
誓
い
、
あ
い
さ
つ
そ
し

て
献
花
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

常
陸
大
宮
市
の
戦
没
者
は
２
１
９
８

柱
。
追
悼
式
は
、
大
戦
等
に
お
け
る
戦
没

者
の
御
霊
に
対
し
て
追
悼
の
意
を
表
す
と

と
も
に
、
遺
族
の
方
々
の
労
苦
に
対
し
深

い
敬
意
を
表
し
、
市
民
を
挙
げ
て
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
３
年
に
一
度
行
わ
れ
ま
す
。

し
め
や
か
に
戦
没
者
追
悼
式

　

台
風　

号
に
よ
り
市
内
で
も
多
く
の
被

１５

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
か
ら　

日
に
か
け
て
雨
が
降

２１

２２

り
続
き
、
２
日
間
の
降
水
量
は
美
和
地
域

の
鷲
子
で
２
３
５ 
㎜ 
を
記
録
。
川
の
水
が

増
水
し
、市
内
で
床
下
浸
水　

件
、床
上
浸

３０

水　

件
の
住
宅
被
害
等
が
あ
り
ま
し
た
。

２９

　

３
月　

日
の
地
震
そ
し
て
今
回
の
台
風

１１

に
よ
り
市
内
で
も
大
き
な
被
害
が
発
生
し

て
い
ま
す
。

　

災
害
か
ら
大
切
な
命
を
守
る
た
め
の
備

え
が
で
き
て
い
る
か
、
も
う
一
度
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

台
風　

号
が
猛
威

15

原稿募集原稿募集原稿募集
　皆さんがお住まいの地域のできごとを取材し
原稿と写真をお持ちください。
　ただし、お寄せいただいた原稿等は掲載でき
ない場合もありますので、ご了承ください。

総務部 企画課 情報・広報グループ総務部 企画課 情報・広報グループ
  ☎    ☎   5252－1111　内線 3841111　内線 384
FAX 53FAX 53－60106010
　　 　　  kikaku@city.hitachiomiya.lg.jpkikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

企画課 情報・広報グループ
  ☎   52－1111　内線 384
FAX 53－6010
　　  kikaku@city.hitachiomiya.lg.jp

問

い合
わせ
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▲２２日午前中の御前山大橋周辺の様子
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�
高
部
景
義
墓
・
ケ
ビ
ン
村
庚
申
塔
の
修
復

　

７
月　

日
、
８
月　

日
の
両
日
、
筑
波

２３

２７

大
学
世
界
遺
産
専
攻
の
松
井
敏
也
研
究
室

と
有
志
に
よ
り
高
部
景
義
墓（
市
指
定
文

化
財
）と
山
方
地
域
ケ
ビ
ン
村
内
の
庚
申
塚

に
建
つ
庚
申
塔
の
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

高
部
景
義
は
佐
竹
氏
の
一
族
で
高
部
氏

の
初
代
、
南
北
朝
時
代
の
高
部
の
領
主
で

す
。
そ
の
墓
と
伝
わ
る
室
町
時
代
初
期
の

 
宝  
篋
印
塔 
が
倒
壊
し
隅
飾
り
が
破
損
し
た

ほ
う 
き
ょ
う
い
ん
と
う

た
め
、
石
材
に
悪
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
エ
ポ

キ
シ
樹
脂
を
使
い
修
復
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
庚
申
塔
は
、
倒
壊
で
２
つ
に
折
れ

た
石
碑
の
接
着
部
分
の
隙
間
か
ら
の
雨
水

等
の
浸
透
に
よ
る
割
れ
を
防
ぐ
た
め
、
エ

ポ
キ
シ
樹
脂
に
石
の
粉
を
混
ぜ
た
擬
岩
を

作
り
、
丁
寧
に
埋
め
込
む
作
業
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

�
下
岩
瀬
地
区
五
大
尊
の
仏
像
整
理

　

８
月
９
日
、　

日
の
両
日
、
茨
城
大
学

１０

人
文
学
部
の
高
橋
修
教
授
と
学
生
有
志
に

よ
り
、
下
岩
瀬
地
区
の
五
大
尊
堂
の
仏
像

の
整
理
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
大
尊
堂
は
震
災
に
よ
り
柱
が
外
れ
た

り
基
礎
が
ず
れ
た
り
す
る
な
ど
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
倒
壊
と
盗
難
の
危
険

性
が
あ
っ
た
た
め
、
中
に
祀
ら
れ
て
い
た

仏
像
・
仏
具
を
資
料
館
に
一
時
避
難
す
る

こ
と
に
な
り
仏
像
の
清
掃
・
整
理
作
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

五
大
明
王
な
ど
６
体
の
仏
像
が
あ
り
ま

し
た
が
、
仏
像
本
体
、
台
座
、
光
背
な
ど

が
破
損
し
て
ば
ら
ば
ら
に
な
っ
て
い
た
た

め
、
桜
川
市
の
仏
師 
飯
泉  
太  
子 
宗
   

さ
ん
の

い
い
ず
み 
と 

し 
た
か

ご
指
導
を
得
な
が
ら
、
同
定
作
業
に
取
り

組
ん
で
い
ま
し
た
。
不
動
明
王
像
に
は
文

政
３
年
（
１
８
２
０
）
に
作
ら
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
胎
内
銘
が
あ
る
こ
と
も
発
見
さ

れ
、
地
域
の
史
料
保
全
の
重
要
さ
を
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

歴
史
民
俗
資
料
館�
　

－

１
４
５
０

５２

▲庚申塔の修復作業

▲五大尊の修復作業
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　大学では、環境社会学、環境政策
論などを担当しています。ここ数年
は、２００５年にアメリカ南部を襲った
ハリケーン・カトリーナ災害につい
て研究してきました。
　そうしたなかで経験した３．１１。
研究より実践が優先される非常事態と思い、福島から
茨城への避難者（主に子どもと母親）を対象にした茶
話会／ママ・カフェを開催しています。学生ボラン
ティアやNPOコモンズ・ホープいばらき、女性弁護士、
助産師の方々と、幾重もの支援の輪が広がっています。
　ほかには、県内外の市民グループの方と放射線測定
の「市民調査」活動を展開中です。
　１１月の市民大学講座で、お会いできることを楽しみ
にしています。
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敬称略

▲優勝した緒川中学校の皆さん


